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お楽しみランチ 塩ちゃんこ鍋
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4

水呑地蔵尊／土丸町内会／泉佐野市

／田尻町／熊取町／八浄寺／インター

クラフト通商／㈱フタバ／㈱田中ク

リーン商事／馬場谷タオル㈲／シマ

／㈱東進／丸十タオル㈲／み奈美亭

／梶谷商店／㈱フェミニン／神藤織

物㈱／リコズ・ワールド／曽我㈱／

サンタ通商㈱／エルチャレンジ／㈲

日神／広洋物産㈱／西本タオル㈱／

㈲プレスコート／㈲丸繁／高野山宿

坊組合／岩代商店／神通温泉♨／

南天苑／ときめきの宿ふるさとネッ

ト／㈱マサイ／(福)信和福祉会 圭

の家／太陽川辺作業所／㈱コテック

／㈱丸中／㈱フラット・フィールド

／㈱日本テクノ／㈱山義／原花店／

ベルカント／ウッドベルホーム

（順不同、敬称略）

以上、作業提供・寄付・その他のご

協力を頂いた団体・個人の方々です。

ありがとうございました。

笑顔を見せること

で、心がおだやかに

なると周りのものが

みんなやさしく見え

てくる。にこやかに

なっていく事はとて

も素敵なことですね。

小西 文子

編集後記

３月 ・４月 の主 な 行 事

4月

11日(火) エンゼルの会

15日(土) 家族会総会

18日(火) エンゼルの会総会

21日(金) クラブ活動

22日(土) ダンス活動 絆

＊編集委員：坂本達夫・小西文子・南 美栄

〒598-0022 大阪府 泉佐野市 土丸904番地 TEL 072-459-7024

FAX 072-459-7350

Ｅ-mail：selp-sasayuri@nifty.com ＵＲＬ：http://ｓ-seikoukai.or.jp/sasayuri/

より良い広報紙を目指すため、ささゆりだよりについての

意見や要望を随時募集しています。あんなことが知りたい、

こんなことが載っていると役に立つ等、皆様のご意見をお寄せ下さい。

※予定は変更する場合もございますので、何卒ご了承下さい。

ショップふれあいでは、
障がいのある方が心をこめて作った商品を販売しております。

手作りクッキー・さをり織り・ポーチ・髪飾りなど小物・雑貨

住 所 佐野市日根野２３３１－１ JR日根野駅から徒歩10分
電 話 ０７２－４６７－０１００ 営業日 月曜日～金曜日(休 土・日・祝)
営業時間 10：00～16：00

３月

3日(金) ひな祭り給食

17日(金) クラブ活動

21日(火) エンゼルの会 3班調理実習

25日(土) 創立記念日 バイキング給食

※ 各班 班外出



1月28日（土）浪切ホールにて、社会福祉法人

いずみ野福祉会2016年度専門研究会に参加して

きました。今回「つなぐチカラ」をテーマに様々

な視点からの発表があり、いくつかの発表を挙

げていきたいと思います。

ご利用者の高齢化の発表では、いずみ野福祉

会を利用している全ご利用者にアンケート調査

を行った結果、年齢と共にみられる変化には障

がいの種類に関わらず共通している項目がある

こと。特に加齢に伴い、体重の増減、通院・入

院の増加、姿勢の変化、痛みの訴えの増加等が

あるという統計が出ていました。ささゆり作業

所でも長年通所しておられる方が多く、このよ

うな傾向が当てはまる方もいると感じました。

関係機関と繋がるとの発表では、様々な問題・

課題で通所施設、ご家族だけでは支援が不十分、

限界だったりする事例で、ご家族、通所施設、

機関相談支援センター、保健所で話し合ったそ

うです。その人にはどのような支援が必要なの

か、また、ご本人・ご家族の思いも引き出して

いくことで、その人にとって何が一番望ましい

のかが全体で共有された結果、その後のグルー

プホームの入居へと繋がることが出来ました。

発表で関わった職員が言われていたのは、ご家

族だけで問題・課題を抱える必要はないと説き

続けたからこそ、結果へと繋がったということ

です。各関係機関によって役割、サービスが違

うからこそ、関係機関同士の繋がり、ご家族と

の繋がりが重要であると

感じました。

身体障害者手帳（身障

手帳）を持っていないが、

歩行が困難であったり、

転倒のリスクが高く、車椅子を必要としている

方がいます。しかし、療育手帳保持者が身障手

帳を取得しようとすると、要件として脳性麻痺

であることとされていることが多いという現状

があります。身障手帳を持っていなければ、車

椅子を自費で購入しなければいけない等、必要

であると感じているにも関わらず助成制度を受

けることが出来ません。事例では、脳性麻痺は

持たないが、歩行が

困難な方が身障手帳

を取得するまでの流

れを発表されていま

した。大切なことと

して、過去の資料に

ついて挙げられてい

ました。いつから身体に変化が見られ始め、ど

のような経過を辿ったのかということを記録し

ている資料の有無で、認定医の判断にとても影

響があるということです。認定を依頼する医師

についても、知的障がいに詳しい認定医に依頼

することが大切であるとのことでした。今回の

事例では、以前にも身障手帳取得を試みたよう

ですが、取得には至らなかったようです。しか

しそれでも必要性を感じ、あきらめずに動き続

けたことが身障手帳取得に繋がった最大の要点

となったとのことでした。

今回の研修では事例を通した発表が多く、さ

さゆり作業所にも活用できることがたくさんあ

りました。この記事のように1つでも多く、ご利

用者・ご家族の皆さんに発信し、還元していけ

ればと思います。

猪熊 雷輝
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２月１０日(金)日は、第２班の調理実習で、泉佐野市生涯学習センターに出

かけました。今回のメニューは、皆さんの希望によりハンバーガーとなりまし

た。現地に着くと手洗いとエプロン、マスク姿に着替え、皆さん３つのグルー

プに分かれて、調理開始です。ハンバーガーやチキンナゲットの生地をこねる

人、フライパンで職員とフライドポテトを揚げる人、野菜やパンを切る人等々、

参加者全員でメニュー作りを行いました。調理の後は、皆さん一緒にいただき

ました。笑顔で食事タイムの後は、カステラや果物やアイスクリームを使った

ミニパフェを思い思いにトッピング、デザート作りに取り組みました。またお皿やコップ等もご

自分で洗って、皆さんで後片付けもしっかりと行いました。今回も皆さん協力して、おいしく楽

しい調理実習を体験しました。

坂本 達夫

元気の源！朝ごはんを食べよう 「朝は作る時間がない」「起きたばかりで食欲がな

い」など、つい簡単にすませてしまいがちな朝ごはんですが、一日のスタートとなる大

切な食事です。「朝ごはんはなぜ大切なの？」朝は体温が最も低い時間帯ですから朝ご

はんはきちんととって、体温を上げる必要があります。温かい朝ごはんが健康のカギで

す。代謝や胃腸の働きを良くしてくれます。スープや味噌汁はいかがですか？

元気に残寒を乗り切りましょうね。 小西 文子


